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『みんなの生命（いのち）をまもりたい』

を基本理念に掲げ、

県民の健康づくりと住みよい環境づ

くりに取り組み、地域社会の発展に

貢献することを目指します。
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協会が取り組むＳＤＧｓ



今回の発表内容
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●コミュニティ活動支援事業を通した
SDGｓの取り組み

●当協会のSDGsの取り組み

●まとめ



地域活動支援センターとは…
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●環保協の公益事業部門

●コミュニティにおける「健康づくり」「環境づくり」「組織づくり」を支援

●脱温暖化センターひろしま（正式名称：広島県地球温暖化防止活動推進センター。2000年4月

に広島県知事から指定を受ける）によるコミュニティを基盤とした【脱温暖化のまちづくり】

をめざした啓発・広報活動、人材育成、 活動支援を実施

●支援内容は「ヒト」「モノ」「カネ」の視点で、

時代の流れや対象者のニーズに応じて、規模や

内容を随時変更
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コミュニティ活動支援事業を通したSDGｓの取り組み

【公衆衛生推進協議会（公衛協）とは…】

広島県内の各市町に設置されている任意

団体で、推進委員は県内で約１万人。法人

格を持つ公衛協もある。

戦後から今日まで、「みんなで・みんな

のいのちや生活をまもる＝公衆衛生」活動

をコミュニティで実践。

【地球温暖化対策地域協議会（TEAM)とは…】

民生部門の温室効果ガス排出量削減を目的に、

住民や行政、企業等さまざまな立場の人が構成員

となって具体的な対策に取り組む団体。

県内に22団体が設立され、各地域で特色ある活

動を展開している。

以下の団体を主な対象として活動を支援
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コミュニティ活動支援事業を通したSDGｓの取り組み

１．ヒトの支援

地区衛生組織活動としての環境づくり・健康づくり・組織づくりを推進

していくための人材育成や、学習活動等への講師派遣を行っています。

【支援メニュー（例）】

〇 基礎研修・専門研修・合同研修

〇 地球温暖化防止活動推進員養成研修

〇 学習活動等への講師派遣（環境学習・健康学習）
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コミュニティ活動支援事業を通したSDGｓの取り組み【ヒト】

基礎研修・専門研修・合同研修

研修名 主な内容 Ｒ４年度実績

基礎研修

●新任の推進委員が主対象

●公衛協の成り立ちや主な活動内容、推進委員の

役割を学習

９公衛協２会議に
講師を派遣

参加者：454人

専門研修

●全推進委員および事務局職員、全TEAMが対象

●地域ニーズに応じてテーマを絞り、専門知識を習得

→広報・ツールづくり、企画づくり、オンライン会議

開催、防災・減災、フレイル予防

４コースを実施

参加者：延べ33公衛協
5TEAM

74人

合同研修

●全推進委員および事務局職員、全TEAMが対象

●環境づくり・健康づくりに関する情報提供・意見交換

●事例発表、体験交流、講演など

7月21日・22日
グリーンピアせとうち
参加者：延べ20公衛協

4TEAM
150人
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コミュニティ活動支援事業を通したSDGｓの取り組み【ヒト】

広島県(環境政策課)と連携し、地球温暖化防止に特

化した普及啓発及び実践活動が担える人材を養成。

養成した推進員を中心に22のTEAMが設立され、地域

特性に応じた脱温暖化の実践活動が展開されています。

また、22TEAM相互の情報交換や全県的な

実践活動の推進を図るため、2005年8月に

ネットワーク組織「TEAM MATE ひろしま」

を設立し、その事務局を担っています。

年度 人 年度 人

2003 45 2013 28

2004 29 2014 27

2005 32 2015 18

2006 31 2016 23

2007 48 2017 6

2008 68 2018 16

2009 80 2019 16

2010 63 2020 16

2011 56 2021 15

2012 未実施 2022 養成中

合計 602人（うち現役405人）

≪これまで養成した推進員数≫

地球温暖化防止活動推進員新規養成研修
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コミュニティ活動支援事業を通したSDGｓの取り組み【ヒト】

学習活動への講師派遣

テーマ 主な内容例 Ｒ４年度実績

環境づくり
●水辺教室（水生生物観察と水質）

●海ごみ学習

延べ７団体
参加者：493人

健康づくり

●フレイルに関する学習

●ストレッチボールによるストレッチ体験

●歯と口腔に関する学習

延べ30団体
参加者：810人

地球温暖化
防止

●地球温暖化防止に関する学習

●うちエコ診断

●省エネ学習

●食品ロスに関する学習

延べ29団体
参加者：820人
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コミュニティ活動支援事業を通したSDGｓの取り組み

２．モノの支援

地区衛生組織活動に活用できる活動プログラム（メニュー）やグッズを

提供しています。

【支援メニュー（例）】

〇 瀬戸内海の環境保全 ○ 防災・減災

〇 全県共通事業重点メニュー

〇 環境と健康のポスター・標語コンクール

〇 学習教材貸出事業 〇 情報紙「環境と健康」
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コミュニティ活動支援事業を通したSDGｓの取り組み【モノ】

瀬戸内海の環境保全を目的に、昭和40年代から水質改善や河川・海岸清掃などを呼びかけ、

公衛協と共に実践活動を展開。

昭和48（1973）年には瀬戸内海沿岸の府県市と「瀬戸内海環境保全地区組織会議」を結成し、

広域的な環境保全の取り組みや情報交換を行っています。

瀬戸内海の環境保全
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コミュニティ活動支援事業を通したSDGｓの取り組み【モノ】

2018年7月豪雨をきっかけに、防災・減災活動に取り組んでいます。

地域の実情に合わせて、「各公衛協が災害時にどんな役割を果たすのか（災害時の公衛協の5

つの役割）」「役割に応じて必要な備品は何か（支援物資）」など、相談や物品提供などの支

援をしています。

防災・減災

【災害時の公衛協の５つの役割】

●被災家屋での消毒活動の世話
●被災家屋の汚泥除去の世話
●井戸水の利用に向けた体制づくりと活用
（確保と運用）
●発災時の災害ごみの分別活動
●被災者の健康維持に向けた支援活動
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コミュニティ活動支援事業を通したSDGｓの取り組み【モノ】

環境づくり・健康づくりで時代に応じた活動を全県的に実施しようとするもので、当協会が

活動の実施要領や活動グッズを提供しています。

全県共通事業重点メニュー

区 分 テーマ 事 業 名（一例）

環境づくり

３Ｒ・ごみ削減
不法投棄対策
地域美化

祭りのごみダイエット作戦
見てますよ！不法投棄抑止の地域づくり事業
広島発・瀬戸内海美化大作戦

健康づくり

口腔ケア
食品摂取
がん検診受診勧奨
運動習慣

歯と口腔から始まる健康生活事業
1万人の食チェック事業
「がん検診へ行こうよ！」キャンペーン事業
公衛協発・ウォーキング事業

地球温暖化
防 止

省エネ 1万人のエコチェック事業
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コミュニティ活動支援事業を通したSDGｓの取り組み【モノ】

公衛協と連携して、県内の小・中学校の児童・生徒から、環境と健康に関するポスターと標

語を募集し、表彰するとともに、作品を公衛協活動に活用することで普及啓発を行っています。

環境と健康のポスター標語コンクール事業

【令和４年度実績】

●小学校204校・中学校54校

●ポスター11,914点、標語21,951点（合計）33,865点

●116点の作品を表彰
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コミュニティ活動支援事業を通したSDGｓの取り組み【モノ】

環境学習・健康学習に役立つ教材を

無料で貸出しています。

学習教材貸出事業

【貸出グッズ】

●学校、行政、各種団体、企業へ貸出

●環境169種類、健康43種類のグッズを保有

●当協会HPで紹介（www://kanhokyo.or.jp)
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コミュニティ活動支援事業を通したSDGｓの取り組み【モノ】

県内の公衆衛生活動や、環境と健康に関する情報を

6ページのタブロイド判で作成・発行しています。

情報紙「環境と健康」

【情報紙「環境と健康」】

●奇数月1日・毎号約8,500部発行

●公衛協や関係各所へ配布

●当協会HPで紹介（www://kanhokyo.or.jp)
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コミュニティ活動支援事業を通したSDGｓの取り組み

３．カネの支援

コミュニティにおける実践活動の支援に必要な経費に充てるため、地域

活動支援基金を設置し、予算を定め積み立て、公衛協を中心に環境づくり、

健康づくりに取り組む団体の活動を支援しています。

【主な支援メニュー】

〇 環境と健康のコミュニティ活動助成事業

〇 環境と健康のポスター・標語コンクール活動助成
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コミュニティ活動支援事業を通したSDGｓの取り組み【カネ】

公衛協やTEAMなど、コミュニティで展開する環境づくり・健康づくり活動に対し、助成金を

交付することで、活動の定着とコミュニティの活性化を図っています。

環境と健康のコミュニティ活動助成事業

【令和４年度実績】

●10団体に約93万円を助成

●これまでの累計（R4年度含む）

延べ149団体に18,850千円を助成
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コミュニティ活動支援事業を通したSDGｓの取り組み【カネ】

前述の「環境と健康のポスター・標語コンクール事業」の作品募集の活動経費と、集まって

きた作品を活用した環境づくり・健康づくりの普及啓発活動を支援しています。

ポスター・標語コンクール活動助成事業

【令和３年度実績】

●23団体に約290万円を助成

●１次審査会や作品の展示会、作品を使った

啓発グッズ（封筒、文房具、看板等）の作
成費等に活用
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当協会のSDGｓの取り組み

当協会がある広島市中区広瀬地区を中心に、

以下のような取り組みを行い、環境づくり・

健康づくりに貢献しています。
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おわりに

当協会は、地域コミュニティ活動の更なる発展に貢献するた

め、さまざまな企業・団体・行政・住民組織などと協力して事

業を進めています。

みなさまが進めている取り組みの中で、地域住民との協働に

より活動の幅が広がるものがありましたら、ぜひ、当協会にお

声かけください。

一緒にSDGｓの取り組みを進めてまいりましょう！
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ご清聴

ありがとうございました


